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5 月 24 日（火）平和学習講演会を開催しました。 
当日は、柳川たづ江さんをお迎えして、3 年生が平和学
習を行いました。自由に生きる権利を奪う戦争の悲惨さ
を知り、平和を守るための意義や大切さについて考え、自
分の考えを持つことをねらいとして行いました。 

 柳川さんは、
腹話術（人
形:ふくちゃ
ん）もまじえ、
沖縄戦を戦い
戦争の心の傷
に苦しみ続け
たお父様の戦
後を語ってくれ
ました。同時
に、平和を自
分たちの力で

守らなくてはいけない。生麦中学校 3 年生の皆さんはど
のように考えますかと投げかけてくれました。 
 3 年生はこの日まで
に、事前学習として柳川
さんの紹介動画を視聴し
たり手記を読んだりして、
講演会で質問してみたい
ことなどを考えました。講
演会後は、感想や気づ
いたこと、学んだことなどを
ワークシートに書き入れて
います。平和の大切さの
実感から、クラスの「平和
宣言」をつくりあげてくれま
した。現在、学年全体で
各クラスの「平和宣言」を
確認しているところです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の「蛇も蚊も」 が 2 年ぶりに開催されました。 
 6 月 5 日（第一日曜日）に生麦地区で「蛇も蚊も」
が開催されました。 
 蛇も蚊もは、約 300 年前に悪疫が流行しとき、藁

（わら）で
作った蛇体に
悪霊を封じ
込めて海に
流したことに
始まると伝え
られていま
す。 
 藁（わら）
で作った⾧大
な蛇体を若
者・子どもが
担いで「蛇も
蚊も出たけ、
日和（ひよ
り）の雨け、

出た
け、出
たけ」と
大声で
唱えな
がら町
内を担
いで回
ります。 
 もとは、原地区（神明社）が雌蛇、元宮地区（稲荷
神社）が雄蛇を作り、境界で絡み合いをさせた後、夕刻
に海に流していまし
たが、現在は両社
別々の行事となっ
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛇も蚊も  平和について考える 
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体育祭スローガン  
「ONE TEAM」  ～青春をつかみとれ～ 

 
令和 4 年度体育祭を 6 月 1 日（水）に開催いた

しました。 

２年ぶりに全学年での開催を行うことができたこの体
育祭は、職員体育祭委員会が感染状況を考慮しなが
ら、全校開催、学年別開催、複数学年開催などいくつか
の開催案を立案して計画しました。 

同時に保護者の皆さまの参観も感染状況を確認しな
がら検討を重ね、3 学年の保護者の皆さまのみとさせて
いただきました。１・２年生の保護者の皆さまのご理解と
ご協力に心より感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。 
 雨天順延した当日は、強い日差しで熱中症対策に注
意が必要でしたが、本校教育振興会が 2 年前に用意し
ていただいたテントにより日陰確保が充分にでき、快適に
グランドで過ごすことができました。 
 また、大きな事故、ケガ等もなく生徒は競技に集中する
ことができました。 
 

 
総合 結果 
 

優勝  2 位  3 位 
1 年  1 組  5 組  3 組 
2 年  4 組  2 組  3 組 
3 年  1 組  2 組  6 組 

【学級旗（クラス旗）】 
 

本校では、学級の団結や協力を目指し、体育祭に向
け学級旗を作製しています。どの学級も時間をやりくりし
ながら工夫して学級旗を完成させました。 
 この学級旗ですが、見る距離によってその感じ方が全く
異なってきます。近くで見ると、小さは言葉や模様、色合
いが良くわかります。距離をおいて、遠くから眺めると小さ
な文字は見えませんが、インパクトある旗がそのクラスを主
張していることが分かります。 
 
【1 学年】 

 
 

 
 
 
 
【2 学年】 

 
 
 

令和 4 年度 体育祭 
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【2 学年】 

 
 
【３学年 / 8 組】 

 
【競技種目について】 

コロナ禍で見直されたのが “ラジオ体操” 間隔を取り
やすく声を発することなく、動きがとりやすい、加えて継続
的に行うことができる体操です。 

体育祭の準備運動として全校体操として行いました
が、本校では、授業にも取り入れています。生涯体育に
位置づけても良いと思う体操のひとつかもしれません。 

生徒実行委員さんがしっかりと全校体操を推進してく
れました。 
 

【50m 走、100m 走、アスレチック走（ネットくぐり・
縄跳び走・キャタピラー）】 
どの学年にも卓越した走りを披露してくれた生徒がいまし
た。ひと言で伝えるとすれば、しなやかな走りです。腕振り
が力強く、膝から下の足の伸びと脚の回転の速さが走りつ
ながっていました。その走りに感動しました。 
 
【学年種目】 
1 年背わたり走 2 年綱引き 3 年台風の目 

観戦して冷や冷やドキドキは、1 年生の背わたり走で
した。クラスの仲間の背中をポールでバランスを取りながら
一人の生徒が走り、クラス全員ですぐさま橋を作っていく。 

順位より協力する姿に感動しました。 
2 年生綱引きは、観戦している側が力を入れてしまう

ほど、接戦が続きました。力の差は、ポジションの差だった
のかもしれません。 

3 年台風の目は、予行練習からの戦略が功を奏した
ように感じます。各クラスでどんな作戦がなされたのでしょ
うか。流石 3 年生というスピーディーさでした。 
 
【大繩】 

全クラスで同じ種目ですが、これも流石 3 年生という
見ごたえでした。  
連続で飛ぶ回数
も、合計回数も
他学年を大幅に
上回りました。合
計が 3 分間 99
回、綱を回す二
人のパワーの凄さ
が印象的でした。 

8 組さんは、練習よりも 4 倍のまとまりがありました。 
練習の中に掛け声を取り入れたのが良かったのでしょう。 
みんなの声は、やはり大切ですね。 
 
【学級対抗リレー】 

卓越した走りは、メンバー全員にいえる種目でした。 
バトンパスを行うテイクオーバーゾーンの使い方は 3 年生
がクラスごと工夫をしていました。選手のスピードによって
走る距離をテイクオーバーゾーンで調整していたクラスが
ありました。これも良く考えられた作戦でした。 
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